
また、発汗作用失われやすいミネ

ラルを補給するために、海藻類や

青じそ、みょうが、生姜など薬味を

たっぷりと載せたお豆腐、梅干な

ども毎日の食事に取り入れると効

果的です。また、季節の果物を寒

天で固めたデザートなどはとても

理にかなった夏の涼味ですね！ 

ただし、暑いからと言ってヒンヤリ

としたものばかりを食べていると、

胃腸の機能が低下し、逆に夏バ

テしやすくなるので、これもまた要

注意です。 

それと、夏バテしないようにと、“こ

ってり！”とした「焼肉」を冷房の

効いた部屋でモリモリ食べるという

のは、絶対食べちゃダメとはいえ

ませんが、どちらかというと自然の

摂理に逆らっているといえるかも

しれません。 

食べたいという欲望に身を任せら

れるのが大人の特権ではあります

が、身体の声に耳を傾け、コントロ

ールすることも時として必要では

ないでしょうか。 

会長 山元 弘道 
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会員消息 

７月にお誕生日を迎えられるお友達です。 
お誕生日おめでとうございます♪ 

松田 百合子さん （７月２日・在宅）         阿萬 三木夫さん （７月９日・在宅） 

中武 啓幸さん   (７月１８日･在宅)        岩切 拓哉代さん （７月２１日・清武せいりゅう） 

原口 恵一さん   （７月２１日・療育ｾﾝﾀｰＢ型） 河野 徹也さん   （７月２９日・在宅） 
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七夕（たなばた） 

「笹のはさらさら・・」と歌われ

る七夕。いまでは七月七日

の夜の星祭りとして定着して

います。 

時期は、新暦・旧暦・月遅れ

とその地方によって異なりま

すが、代表的なのは、新暦の

「平塚の七夕」。月遅れの「仙

台七夕」などが有名ですね。 

時期は違えど七月七日に行

われる点では同じですね。 

七夕は、現在の祝日に当た

る江戸時代の正式な式日(五

節供)の一つで、七夕と書い

て「シチセキ」と読みました。 

「シチセキ」と言う読み方は何

か変な感じがしますが、よく

考えれば「七（シチ）夕（セ

キ）」と読む方が普通。 

言われてみれば、「たなば

た」と読む方がなんだか変な

感じもしますね。  

蒸し暑いのに肌寒い。 
梅雨から夏への体調管理。 

本格的な夏を前に、恵みの雨をも

たらす梅雨は、1 年の中でも体調

管理が難しい季節です。じっとし

ていても蒸し暑いわりに肌の表面

はヒンヤリしていて、冷房の効い

たお店では寒いくらい。カーディ

ガンやストールを手放せない女性

も多いことでしょう。 

そんなときこそ、「からだの声」に

耳を傾けてみませんか。 

気温が上昇してくるにつれ、食欲

はやや落ちてきますが、それ自体

は極自然なこと。冬は寒さに対抗

するために、腹持ちのいいエネル

ギーをたくさん必要としますが、夏

の体は、それを求めず、みずみず

しい食材や、あっさりとした味付

け、辛味、酸味を効かせたものを

美味しく感じるのは、体がそれを

求めている証拠なのです。暑さで

発汗量が増えると体が陽性に傾

きやすいため、陰性を帯びたみ

ずみずしい野菜でバランスをとっ

ているというわけです。トマト、ピー

マン、茄子、キュウリなど、夏野菜

の多くはこれに当てはまりますか

ら、旬を逃さず美味しくどんどん

食べましょう。 

しかし旬を過ぎてからの食べすぎ

は冷え症につながるのでご用心。 

「秋茄子は嫁に食わすな」と言わ

れるのは、母体を気遣ったお姑さ

んの智恵だったですね。 

これらは、体にこもった熱を取り除

き、のどの渇きを癒して、夏バテを

防ぐのに大いに役立ちます。 

 

「琉球の旅」 

６月１１日(金)から２泊３日で障がい者同士で沖縄県に 

旅行に行ってきました。 

行く段取りは、ほとんど自分で、沖縄でお世話になる 

ドライバーとの連絡を取ったり、航空券の手配・ホテルの 

手配などしました。 

沖縄によく行くようになったきっかけは、４年前の１２月に 

母親たちと一緒に行った時にタクシードライバーと私は、意気投合しました。 

それから友達と行くようになり今年で３回目です。 

両親から「また沖縄に行くとや！！」と言われるぐらい沖縄県にこだわる理由があります。 

それは、移動手段といつもお世話になるタクシードライバーが親切・丁寧だからです。 

中には、私がタクシーに乗ろうとしてタクシードライバーに「車イスですが、乗車しても 

よろしいですか？」と聞いてから乗るのですが、タクシーに乗ってしばらくしてから 

タクシードライバーに「お宅は介護タクシー乗られたら」と目的地に着くまで言われたこともありました。 

けれど、沖縄のドライバーは、明るく・楽しく･私たちの障がいのことも理解した上で 

私たちが行きたいオリオンビール工場やナゴ・パイナップルパークやタクシードライバーの 

お勧めの場所に案内してもらいました。夜の居酒屋にも(かわいい店員がいるところに(^_^;)) 

３日間で一番楽しいと思った瞬間は、居酒屋で食事をしたことです。 

前にお世話になったドライバーとも居酒屋で合流して近況報告やたわいもない話をして 

盛り上がりました。本当に楽しかったです。 

初日は、これで沖縄旅行は最後だと思っていましたが、三日間沖縄に滞在して 

すごく楽しかったので、最後の日はドライバーにまた来ますといいました。 

来年も親を説得して必ず沖縄に行きます。      

                                              車イス坊主 

半夏雨（7月） 
天地に毒気があふれる日とされ、山の

ものを食べること、山林・竹林に入る

ことを忌むとされた。またこの頃に降

る雨をといい、洪水を起こす大雨とな

ると恐れられた。 
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ようやく出口が見えてきた感じ口蹄疫でしたが、またしても宮崎市内で感染が発覚。今月中旬の清

浄化がまた遠のいてしまいました。参議院議員選挙投票への影響がとても気になるところですね。 

障害者条約周知されず～ 
障害者施策調査結果 

『障害者権利条約が採択されたことは、一般国民
には周知されていないと思います。』 ６月11日に

閣議決定された2010年版障害者白書で、内閣府
が０９年度に実施した障害者施策総合調査結果

が明らかになりました。 
調査は、「啓発・広報」や「国際協力」について、

障害者4,455人を対象に09年12月から10年１月に
かけて実施。2,178人から回答を得たもので、その

結果、権利条約の採択の周知については「ほとん
ど周知されていないと思う」が45％、「どちらかとい

えば周知されていないと思う」が38％でした。 
また、障害を理由とする差別や偏見の有無につ

いては「あると思う」が49％、「少しはあると思う」が
37％。さらに、差別や偏見を受けたことがあるかに

ついては68％が「ある」とし、今現在も感じたり受
けるかどうかは「時々差別を感じる(受ける)」51％、

｢常に差別を感じる(受ける)｣が11％という結果。 
一方、内閣府が国民一般を対象にアンケートを

取ったインターネット調査結果、15歳以上80才未
満の男女1,050人は、同様の質問に対して、権利

条約を「知らない」(75％)とし、差別や偏見につい
ては「少しはあると思う」(48％)、「あると思う」

(43％)との回答結果がでたようです。障害者は差
別や偏見があると感じ、国民一般もあるだろうと思

っている現実とあいまって、権利条約については
ほとんど周知できていないという現実が浮かび上

がる結果となってしまったようです。 

自立支援法改正法案廃案 

障害者自立支援法改正案は、2012

年４月１日からの施行することを目的

に、障害保健福祉施策を見直すまで

の間において、障害者及び障害児

の地域生活を支援するため、関係法

律の整備について定めるとして、 

１． 利用者負担の見直し 

２． 障害者の範囲の見直し 

３． 相談支援の充実 

４． 障害児支援の強化 

５． 地域のおける自立した生活のた

めの支援の充実 

６． その他児童デイサービス(放課後

等デイサービス)の利用年齢の特

例を設けるなど５項目 

にわたる内容が盛り込まれていた。 

しかし、第174回通常国会で衆議院

と参院厚生労働委員会で可決はさ

れたが、参院本会議が取りやめにな

ったことから、障害者自立支援法改

正案は、あえなく廃案となった。(>_<) 

 

来夏めどに素案まとめる～ 障害者総合部会 

障害者総合福祉法(仮称)の制定を検討している、政府の障がい者制度改革推進会議総合福祉

部会は６月22日、スケジュールと論点を確認し、2013年８月までに新法を実施するには12年の通

常国会に法案を提出するために、部会は来夏をめどに素案をまとめることとなった。 

次回から論点ごとに議論を深め10月頃から作業チームも設けて新法の内容を詰める方針。 

民主党政権は、「障害者自立支援法を廃止し、新たに障害者総合福祉法を制定する」との方針を

掲げており、自立支援法の違憲性を巡って障害者らが国と争った訴訟では、国(厚生労働省)は

訴訟団と「速やかに応益負担制度を廃止し、遅くとも13年８月までに自立支援法を廃止し新たな

総合的な福祉法制を実施する」などとした基本合意文書を交わし、訴訟を終結させた。 

こうした経緯を踏まえ、障害者権利条約の批准に向けて国内法制度全般を見直している推進会

議は、改革の工程表に総合福祉法の制定を「総合福祉部会で検討し、12年の国会に法案を提

出、13年８月までに実施する」と組み込んでいる。 

総合福祉法の内容についても、権利条約第19条を根拠に○地域社会で生活する権利を明記 

○地域移行を具現化すべき○谷間を生まない障害定義にすべきなどの大枠が示されています。 

 

行事のお知らせ 
 
 

申込締切 → ７月１６日(金)まで 
場  所 → サンホテルフェニックス 
定員は１５名を予定していますが、定員になり次第に受け付けは 

終了させていただきますので、お早めにお申込をお願いします。 

なお、今回は都城市肢体不自由児･者父母の会との行動キャンプ 

となりましたので、地域間交流の輪を広げようではありませんか！      
 

 
 
 
全国高等学校総合文化祭は、芸術文化活動の発表を行う高校生の文化の祭典として 

昭和 52 年から毎年開催されており、出演者はもちろん、大会の企画・運営にも高校生が 

主体的にかかわるもので、文化部のインターハイとも呼ばれています。 

全国高総文祭みやざき 2010 は、「とき放て創造の力、熱き太陽の光と共になれ」を 

テーマに、平成 22年 8月 1日（日）、宮崎市民文化ホールにおいて総合開会式が行 

われ、その後、全国の高校生によるマーチングバンドやバトントワリングの華やかなパ 

レードが同市街地で繰り広げられて開幕します。全国から約 2万人の高校生が宮崎 

県に集い、8月 5日（木）までの 5日間にわたって、全 24 の部門でコンクールや発表 

会、展示会などが県内各地で催されます。 

ぜひ、皆さんも見に行ってくださいね。 とても熱いそして思いのある文化祭ですよぉ～♪ 

心理リハビリキャンプ開催と募集のご案内 
今年は、１週間コースと短期コース(二泊三日)の二本立てでキャンプを行います。  
いままで一週間のキャンプは長すぎると参加を見送られてきた方も、今回は短期コースを開催し

ますので、この機会にぜひ心理リハビリテーション(動作法)の醍醐味を体験してみてください。 

開催期日： １週間コース → 平成２２年８月２４日～２９日 参加料 ３５，０００円（親子二人） 

        短期コース  → 平成２２年８月２７日～２９日 参加料 １８，０００円（親子二人） 

開催場所： 宮崎県御池青少年自然の家   〒885-0225 宮崎県都城市夏尾町 5988-30 

申込み先： 宮崎県肢体不自由児･者父母の会事務局 電話／ＦＡＸ ０９８５－２７－２８６７ 

申込み締切 → 平成２２年７月１５日 （申込期日を過ぎた場合でも事務局にご確認ください。） 

目からウロコの新しい発見がザックザク！ たくさんのご参加をお待ちしています 

九州ブロック肢体不自由児者父母の会連絡協議会定例総会開催 
6 月１３日～１４日の両日、サンホテルフェニックで九州８県の父母の会代表 

総勢３０名が宮崎に集い、定例総会を開催。昨年度の報告並びに今年度の 

活動方針について協議決定された。 

また、１０月２３～２４日に本県で開催されるブロック大会の内容、並びに会場 

など詳細について最終確認が行われた。 

障がい福祉の新しいあり方を全国に先駆けて提案できるよう頑張りたい！ 


